
教育旅行（修学旅行）レポート
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永野敬久教諭

　多感な高校生にとって教育旅行（修学旅行）は学生時
代の一大イベントだ。楽しみでもあり、また不安でもあ
る。非日常の場に身を置き、その土地ならではのものに
触れ、見て、人と接することで視野が広がることもある。
ここでは充実した教育旅行（修学旅行）を実施する２校
の取り組みを取り上げる。

野末敏郎教諭

広
島
平
和
記
念
公
園
で
の
平
和
学
習

そ
ら
の
郷
民
泊
体
験
。
農
作
業
を
手
伝
う
生

徒
た
ち
（
上
）
と
離
村
式
で
の
阿
波
踊
り

修
学
旅
行
文
集
（
左
）
と
そ

の
中
の
書
道
作
品

カ
ヌ
ー
を
楽
し
む
無
人
島
で
の
生
活

ホテルでは学年レクリエーションを行い一
体感を深めた

震災復興祈念公園では献鶴を行った

現地ガイドを務めた松島高校の生徒たちと
交流

歴
史
学
習
と
し
て
平
泉
を
散

策
し
た

　
東
京
都
荒
川
区
に
あ
る
開

成
学
園（
丹
呉
泰
健
学
園
長
）

は
、
１
８
７
１
年
創
立
さ
れ

た
中
学
・
高
校
一
貫
教
育
の

男
子
校
。
進
学
校
と
し
て
名

高
い
が
、部
活
動
や
委
員
会
、

あ
る
い
は
運
動
会
、
文
化
祭

な
ど
の
学
校
行
事
に
対
し
て

自
主
的
に
取
り
組
む
生
徒
が

多
い
の
も
大
き
な
特
色
だ
。

　
高
校
の
２
年
生
で
実
施
す

る
修
学
旅
行
も
毎
年
、
生
徒

主
体
で
企
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
旅
行
の
前
年
に

人
ほ

ど
の
生
徒
で「
旅
行
委
員
会
」

を
発
足
し
、
行
き
先
候
補
の

プ
ラ
ン
を
検
討
。
そ
の
後
、

旅
行
委
員
会
が
学
年
集
会
で

候
補
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

最
終
的
に
学
年
生
徒
全
員
の

投
票
で
行
き
先
を
決
め
る
と

い
う
流
れ
だ
。

　
２
０
１
９
年
の
修
学
旅
行

を
担
当
し
た
永
野
敬
久
教
諭

は
「
修
学
旅
行
は
、
総
合
的

な
学
習
の
意
味
合
い
も
あ
る

が
、
生
徒
の
自
主
自
律
の
考

え
方
を
養
う
と
い
う
狙
い
も

あ
る
」
と
明
か
す
。
「
行
き

た
い
、
で
は
や
ろ
う
、
だ
け

で
は
ダ
メ
だ
。
４
０
０
人
全

員
で
動
け
る
現
実
的
な
コ
ー

ス
な
の
か
。
予
算
内
に
収
ま

る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
安
全
が

第
一
だ
。
そ
う
い
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
制
約
が
あ
る
中
で
、

旅
行
委
員
会
の
生
徒
が
中
心

に
な
っ
て
生
徒
か
ら
も
教
職

員
か
ら
も
承
認
を
得
て
、
や

り
た
い
こ
と
を
実
現
し
て
い

く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
非
常

に
大
事
に
し
て
い
る
」
。

　

年
の
修
学
旅
行
で
は
、

旅
行
委
員
会
が
行
き
先
と
し

て「
北
海
道
」「
北
陸
・
中
部
」

「
中
四
国
」「
九
州
」
の
４
方

面
を
提
案
。
投
票
の
結
果
、

「
何
も
な
い
無
人
島
で
生
活

す
る
」
プ
ラ
ン
を
軸
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
中
四
国
方
面
に
決

ま
っ
た
。
無
人
島
は
入
島
者

数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
行

程
の
前
半
は
広
島
で
平
和
学

習
を
行
い
、
後
半
は
「
無
人

島
」
に
加
え
、「
し
ま
な
み
海

道
」
「
山
陰
・
隠
岐
」
「
香

川
・
徳
島
」
の
計
４
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
修
学
旅
行
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
６
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で

の
４
泊
５
日
で
実
施
。
初
日

は
新
幹
線
で
東
京
か
ら
広
島

へ
移
動
し
、
広
島
平
和
記
念

公
園
で
の
平
和
学
習
。
広
島

平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し

た
ほ
か
、
国
立
広
島
原
爆
死

没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
で
は

被
爆
者
の
講
和
を
聞
い
た
。

　
２
日
目
か
ら
４
コ
ー
ス
に

分
か
れ
た
。
無
人
島
コ
ー
ス

の
生
徒
た
ち
約
１
０
０
人

は
、
山
口
県
周
防
大
島
町
の

「
あ
り
が
島
」
を
舞
台
に
２

泊
３
日
の
生
活
。
自
分
た
ち

で
と
っ
た
魚
な
ど
で
食
事
を

つ
く
り
、
テ
ン
ト
で
寝
た
。

　
何
も
な
い
無
人
島
だ
が
、

時
間
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

「
自
然
の
中
で
ど
う
料
理
を

作
る
か
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト

や
、
天
文
気
象
部
の
生
徒
が

講
師
と
な
っ
た
星
空
鑑
賞
講

座
、
音
楽
好
き
な
生
徒
に
よ

る
演
奏
会
な
ど
、
生
徒
が
自

分
た
ち
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
」
と
永
野

教
諭
。

　
無
人
島
以
外
の
コ
ー
ス
で

も
生
徒
た
ち
の
思
い
出
に
残

る
学
習
活
動
や
出
来
事
が
多

々
あ
っ
た
。
中
で
も
、
活
動

後
に
「
生
徒
た
ち
の
顔
つ
き

が
変
わ
っ
た
」
と
永
野
教
諭

が
感
じ
る
ほ
ど
生
徒
に
変
容

が
あ
っ
た
の
が
、
香
川
・
徳

島
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
徳
島

県
西
部
で
の
民
泊
体
験
「
そ

ら
の
郷
」
だ
。

　
そ
ら
の
郷
と
は
、美
馬
市
、

三
好
市
、
東
み
よ
し
町
、
つ

る
ぎ
町
の
２
市
２
町
連
携
で

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
民
泊

の
取
り
組
み
。
山
岳
地
帯
に

あ
る
農
家
で
山
奥
の
田
舎
暮

ら
し
を
体
験
で
き
る
。

　
生
徒

人
が
そ
ら
の
郷
で

の
民
泊
を
選
択
。
３
日
目
に

金
刀
比
羅
宮
の
観
光
や
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
体
験
な
ど
を
行
っ

た
後
、
夕
方
か
ら
の
入
村
式

を
経
て
、
生
徒
が
４
～
６
人

ず
つ
に
分
散
し

て

の
農
家
に

泊
ま
っ
た
。
生

徒
は
５
日
目
の

朝
ま
で
２
泊

し
、
そ
の
農
家

の
農
作
業
や
家

事
な
ど
を
手
伝

い
な
が
ら
過
ご

し
た
。
具
体
的

に
生
徒
が
何
を

す
る
か
は
学
校

側
が
決
め
ず
、

各
農
家
に
任
せ

た
。

　
永
野
教
諭
は
「
農
業
を
体

験
す
る
と
い
う
よ
り
、
自
然

の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た

ち
と
交
流
す
る
の
が
目
的
の

メ
イ
ン
」
と
語
る
。
「
民
泊

か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
の
顔

つ
き
が
、
学
校
で
は
見
ら
れ

な
い
自
然
な
笑
顔
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

で
暮
ら
し
た
よ
う
に
す
ご
く

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。
温
か

い
人
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す

と
い
う
本
当
に
い
い
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
生
徒

を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
農
家

に
感
謝
す
る
。

　
実
は
当
初
の
計
画
で
は
徳

島
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
観
光
を
す
る
は
ず
だ
っ
た

が
、
宿
泊
施
設
や
行
程
の
制

約
か
ら
、
そ
ら
の
郷
で
の
民

泊
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
選
択
し
た
と
は
い
っ
て

も
、
初
対
面
の
家
庭
で
お
世

話
に
な
る
の
を
嫌
が
る
都
会

っ
子
も
多
か
っ
た
が
、
事
後

の
感
想
は
「
み
ん
な
が
『
行

っ
て
良
か
っ
た
』
と
口
を
そ

ろ
え
て
言
っ
て
い
た
」
と
永

野
教
諭
。

　
事
後
学
習
で
は
、
修
学
旅

行
に
関
す
る
作
品
集
を
作
成

し
た
。
冊
子
の
名
称
は
「
文

集
」
だ
が
、
作
文
だ
け
で
な

く
、
写
真
や
俳
句
、
書
道
、

な
ど
を
寄
せ
て
も
い
い
。
そ

の
制
作
の
意
図
は
文
字
で
表

し
た
。
事
前
学
習
と
し
て
、

写
真
や
俳
句
な
ど
、
提
出
す

る
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
作
文
を
書
く
だ
け
で

は
あ
り
き
た
り
で
面
白
く
な

い
と
旅
行
委
員
が
発
案
し

た
」（
永
野
教
諭
）も
の
で
、

事
前
・
事
後
学
習
の
一
部
で

は
生
徒
が
講
師
を
務
め
る
な

ど
、自
主
自
律
を
追
求
し
た
。

　
知
多
半
島
の
中
心
、
半
田

市
に
位
置
す
る
愛
知
県
立
半

田
高
等
学
校
（
鈴
木
歩
学
校

長
）
は
、
旧
制
愛
知
県
立
第

七
中
学
校
を
前
身
と
す
る
、

地
域
を
代
表
す
る
県
下
有
数

の
伝
統
校
だ
。
ス
ー
パ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
も
受

け
て
お
り
、
知
多
地
区
生
徒

探
求
発
表
会
や
サ
イ
エ
ン
ス

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
、
イ
ギ

リ
ス
や
タ
イ
へ
の
海
外
研
修

な
ど
を
通
し
て
、
国
際
社
会

に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　
同
校
で
は
２
０
１
６
年
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
の
震
災
学
習
を
盛
り
込

ん
だ
東
北
方
面
へ
の
修
学
旅

行
を
実
施
し
て
い
る
。
以
前

は
北
海
道
方
面
へ
の
修
学
旅

行
を
実
施
し
て
い
た
が
、
航

空
機
の
分
乗
が
必
要
に
な
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
方
面
検

討
を
行
い
、
東
北
方
面
に
な

っ
た
。
同
校
の
あ
る
半
田
市

も
津
波
リ
ス
ク
は
高
く
、
近

く
発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
東

海
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
に
向
け
た
備
え
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
も
一
因
だ
。

　

年
度
の
修
学
旅
行
を
担

当
し
た
野
末
敏
郎
教
諭
は
、

「
語
り
部
の
方
の
話
を
聞
い

た
り
、
被
災
地
を
見
学
し
た

り
す
る
こ
と
で
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
一
人
一

人
の
防
災
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
『
い
の
ち
』
を
大

切
に
す
る
心
を
育
て
た
い
と

考
え
た
」
と
東
北
で
の
震
災

学
習
を
盛
り
込
ん
だ
修
学
旅

行
を
行
う
意
義
を
語
る
。

　

年
度
の
修
学
旅
行
は
、

昨
年

月

～

日
に
実

施
。
１
日
目
は
宮
城
県
南
三

陸
町
で
の
震
災
学
習
、
２
日

目
は
ク
ラ
ス
別
の
岩
手
・
中

尊
寺
で
の
歴
史
学
習
と
、
秀

衡
塗
や
猊
鼻
渓
舟
下
り
な
ど

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
３
日

目
は
宮
城
県
松
島
高
校
観
光

科
の
生
徒
が
現
地
ガ
イ
ド
と

し
て
同
行
す
る
松
島
研
修
と

い
う
行
程
だ
。

　
１
日
目
の
震
災
学
習
で

は
、観
光
バ
ス
に「
語
り
部
ガ

イ
ド
」が
乗
車
。震
災
遺
構
で

あ
る
南
三
陸
町
の
「
高
野
会

館
」、被
災
し
た
南
三
陸
町
防

災
庁
舎
の
周
辺
に
整
備
さ
れ

た
「
南
三
陸
震
災
復
興
祈
念

公
園
」、高
台
に
あ
り
な
が
ら

被
災
し
た「
旧
戸
倉
中
学
校
」

な
ど
を
訪
れ
て
被
災
状
況
を

目
に
す
る
と
共
に
、
語
り
部

ガ
イ
ド
か
ら
被
災
時
の
生
々

し
い
体
験
談
を
聞
い
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
事
前
学
習

で
大
ま
か
な
被
害
状
況
や
復

興
状
況
を
把
握
し
て
い
た

が
、実
際
に
被
災
地
に
立
ち
、

被
災
者
の
話
を
聞
く
こ
と

で
、
そ
こ
に
あ
っ
た
人
の
営

み
が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
る

恐
ろ
し
さ
を
全
身
で
感
じ
取

っ
た
。「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

起
こ
っ
た
時
に
命
を
守
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
話

し
合
う
姿
も
見
ら
れ
、
防
災

意
識
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ

た
」と
同
教
諭
は
振
り
返
る
。

　

年
度
は
年
度
当
初
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
学
校
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
面
に
大
き
く
影
響

し
た
。
本
来
６
月
中
旬
に
実

施
予
定
だ
っ
た
同
校
の
修
学

旅
行
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
延
期
と
な
っ
た
。

　
修
学
旅
行
を
実
現
す
る
た

め
、同
校
で
は
ま
ず
７
月
に
、

保
護
者
と
生
徒
に
対
し
て
旅

行
実
施
の
賛
否
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
２

割
以
上
の
家
庭
が
修
学
旅
行

の
実
施
に
反
対
す
れ
ば
中
止

も
し
く
は
３
年
次
に
延
期
す

る
計
画
だ
っ
た
が
、
９
割
以

上
の
家
庭
が
賛
成
し
た
こ
と

か
ら

月
中
旬
の
修
学
旅
行

実
施
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ

た
。
８
月
に
は
保
護
者
か
ら

修
学
旅
行
実
施
に
つ
い
て
同

意
書
を
提
出
し
て
も
ら
っ
た

り
、

月
に
は
旅
行
前
と
旅

行
中
の
感
染
予
防
対
策
や
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
説
明
会
を
行
っ
た
り
し

て
、
保
護
者
か
ら
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
。

　
旅
行
中
に
は
、
起
床
時
、

バ
ス
乗
車
時
、
ホ
テ
ル
入
館

時
の
検
温
の
徹
底
の
ほ
か
、

各
ク
ラ
ス
が
バ
ス
２
台
に
分

乗
す
る
こ
と
や
ホ
テ
ル
１
部

屋
の
人
員
を
減
ら
す
こ
と
で

の
密
の
回
避
な
ど
の
感
染
対

策
を
実
施
。
食
事
の
際
も
、

対
面
ス
タ
イ
ル
を
や
め
、
全

員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
座

る
よ
う
な
座
席
配
置
を
す
る

な
ど
工
夫
し
た
。

　
「
移
動
中
は
話
さ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
食
事
中
や
記

念
写
真
撮
影
時
な
ど
を
除
き

常
時
マ
ス
ク
を
着
用
し
た

り
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
の
多
い
旅
行
だ

っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
熱
心

に
学
習
し
て
い
た
し
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
の
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
た
」
と
野
末
教
諭
。

　
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
松

島
高
校
の
生
徒
に
よ
る
ガ
イ

ド
や
そ
の
際
の
交
流
を
「
非

常
に
良
い
」
「
ま
あ
ま
あ
良

い
」
と
答
え
た
生
徒
が

％

に
達
す
る
な
ど
、
制
約
が
あ

る
中
で
も
旅
行
に
満
足
感
を

感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ

た
。
震
災
学
習
に
つ
い
て
は

「
震
災
を
よ
り
身
近
な
も
の

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
」
な

ど
の
感
想
が
上
が
っ
た
。
ま

た
多
く
の
生
徒
が
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
修
学
旅
行
に
行
く
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
。
関
わ
っ
て
く
れ
た
多
く

の
人
に
感
謝
し
た
い
」
と
い

っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
感
想

の
中
に
表
し
た
と
い
う
。

　
野
末
教
諭
は
、
「
震
災
に

つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
と

共
に
防
災
意
識
も
向
上
し

た
。
さ
ら
に
学
年
、
ク
ラ
ス

の
一
体
感
も
得
る
こ
と
が
で

き
、
修
学
旅
行
の
目
的
を
果

た
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
難
し
い
状
況

で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
人

の
尽
力
で
修
学
旅
行
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
生
徒
た

ち
が
実
感
で
き
た
の
も
成
果

だ
」
と
総
括
し
た
。


